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｢ホーセの見

てある記｣は 

← こちら 

橋爪法一 検 索 

【ツルマサキ】ニシキ

ギ科の常緑つる性木本。

漢字で「蔓柾」と書きま

す。先日、どういう植物

かと言われ、調べまし

た。まだ現物は見ていま

せんが、上の写真を見

て、ニシキギの仲間の植

物の実だと分かりまし

た。ダイダイ色の実はニ

シキギ、マユミとそっく

りですが、果皮の色が違

います。花期は6月～７

月で、淡い緑色の花を咲

かせるとか。出合うのが

楽しみです。写真は吉川

区のHさん提供です。 

 上越市はこのほど、農業関連の春先除

雪について新たな支援をしていくことを

決め、23日に開催される臨時議会に関

連経費を含んだ補正予算を提案します。 

 これまで春先除雪については、新潟県

の緊急消雪促進対策事業を活用し、４月

１日を基準日として、基準積雪深が

100㌢以上のところを対象にしてきまし

た。しかし、関係農家などから、「４月

になってからの除雪では遅すぎる。もっ

と早くしてほしい」という声が強くあ

がっていました。 

 今回、市は、現行の基準日に加え、新

たに３月15日時点の基準日を設定する

ことで、基準日以降３月末までの除雪支

援を可能にしました。 

 新たに支援対象となるのは、３月15

日の基準日に積雪深が180㌢以上のとこ

ろです。 

 育苗用地については、除

雪作業着手時点の積雪深が

150㌢未満のところで基準

事業費の上限額が10㌃あた

り5万9000円、150㌢以

上のところが９万6000円

となっています。いずれも

支援額はこの50％以内とな

ります。 

 また、育苗用地までの耕

作道の機械除雪については

基準事業費が１㎞あたり６

万 7000 円 で、支 援 額 は

100％以内となっています。 

 今回の改善は農業者の春先除雪支援を

強化する重要な一歩です。関係地域の農

家などとともに春先除雪支援の改善を求

めてきた者の一人として、大いに評価す

るものです。 

 春先除雪の支援についての詳しい内容

は、23日の臨時議会で議決後、遅くな

い時期に明らかにされると思いますが、

質問や疑問などがある方は木田庁舎農村

振興課、または各区総合事務所にお聞き

ください。  

 18日に開催された大島区地域協議会で、大島

あさひ荘および大島大山広場の廃止を意見付きで

認める答申をすることが決まりました。採決では

全員一致でした。どちらの施設も長期にわたり利

用されておらず、関係住民の間では、「何とかな

らないものか」という思いはありつつも、諦めが

広がっていました。 

 この日の審議の中では、廃止について異論はな

く、それぞれの施設について意見を付すことが提

案されました。その結果、あさひ荘については、

「廃止にあたっては、これまでの地域住民の思い

入れに心配りするとともに、国道253号沿線施

設であるため、景観上の支障や風水害等による被

災拡大に配慮し、構造物を可及的速やかに撤去し

てください」との意見が付きました。大山広場に

ついても、前半のくだりはないものの、その後の

部分はあさひ荘と同じ意見が付けられました。  

 これで、大島あさひ荘など２つの施設について

は、３月議会で廃止条例が提案されることが確実

な情勢となりました。   
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は、23日の臨時議会で議決後、遅くな

い時期に明らかにされると思いますが、
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振興課、または各区総合事務所にお聞き

ください。  

 19日に開催された吉川区地域協議会で、昨年

の秋に市長から出された、「吉川ゆったりの郷の

一部（酵素風呂）廃止について、地域住民の生活

に支障はあるか」という諮問にたいする答申をど

うするかをめぐって審議が行われました。 

 この審議は前回の協議会に続いて２度目という

ことでしたが、「利用者にとっては影響がある。

支障となると、どう考えたらいいのか」「利用者

が減っている中では支障なしでいいのではない

か」「発酵のまち上越、というなかで県内に３つ

しかない酵素風呂をなくすのはどうか」などの議

論が延々と続きました。 

 最終的には、ゆったりの郷の今後の取組につい

て付帯意見を付けて、「支障なし」と判断する答

申を出すことで合

意をしましたが、

委員の皆さんは釈

然としない様子で

した。  

 そもそも、施設

設備の廃止を諮問

するときに、廃止

の是非について直

接問わずに、「地

域住民への生活に

支障があります

か」とやるのはお

かしいのではない

でしょうか。改革

が必要です。 
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え
っ
、
仏
間
の
柱
に
も
あ
る
ん
だ
。
玄
関
の
正

面
に
も
脇
に
も
あ
る
。
廊
下
は
一
階
だ
け
で
な
く

二
階
の
「
な
げ
し
」
に
も
ず
ら
り
…
…
。
驚
き
ま

し
た
ね
、
Ａ
さ
ん
の
家
の
中
に
は
色
紙
で
作
っ
た

花
手
毬
（
は
な
で
ま
り
）
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い

た
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
囲
碁
と
自

転
車
乗
り
が
趣
味
で
、
折
り
紙
の
よ
う
な
こ
と
に

は
い
っ
さ
い
手
を
出
さ
な
い
人
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
Ａ
さ
ん
は
五
〇
年

も
前
か
ら
、
折
り
紙
が
趣
味
だ
っ
た
の
で
す
。
最

初
は
ツ
ル
や
紙
飛
行
機
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
動
物
や
建
造
物
な
ど
へ
と
、
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
研
究
熱
心

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
折
り
紙
へ

の
関
心
は
作
る
た
び
に
強
ま
り
、
読
ん
だ
折
り
紙

の
本
は
四
〇
冊
か
ら
五
〇
冊
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

折
り
紙
を
は
じ
め
た
の
は
子
育
て
時
代
か
ら
。

長
女
の
Ｙ
さ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
最
初
は
歌
を

一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
ら
し
い
の
で
す

が
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
折
り
紙
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
ツ
ル
を
折
っ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
さ
ん
の
遊
び
相
手
を

つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
紙
飛
行
機
づ

く
り
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。 

 

Ａ
さ
ん
は
、
「
ツ
ル
は
難
し
い
け
ど
、
紙
飛
行

機
な
ら
誰
で
も
作
れ
る
。
飛
ば
す
と
皆
が
喜
ぶ
」

と
言
い
ま
す
が
、
Ａ
さ
ん
が
持
ち
出
し
て
き
た
紙

飛
行
機
を
見
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。 

 

紙
飛
行
機
の
形
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
形
で

は
な
く
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。
三
角
柱
の
よ
う
な
も
の
、
掃
除
の
と
き
に
使

う
ご
み
入
れ
の
よ
う
な
四
角
な
も
の
ま
で
あ
り
、

形
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
恰
好
（
ぶ
か
っ
こ

う
）
で
す
。
で
も
、
飛
ば
す
と
、
じ
つ
に
よ
く
飛

ぶ
の
で
す
。 

 

私
も
、
勧
め
ら
れ
て
飛
ば
し
て
み
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
私
が
作
っ
た
ど
の
紙
飛
行
機
よ
り
も
勢

い
よ
く
飛
び
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
広
い
部
屋
で
飛

ば
せ
ば
、
「
こ
ん
な
に
も
遠
く
へ
飛
ぶ
の
か
」
と

思
う
く
ら
い
飛
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

い
ま
、
Ａ
さ
ん
の
家
で
一
番
多
く
あ
る
折
り
紙

作
品
は
花
手
毬
で
す
。
花
の
種
類
は
、
ツ
バ
キ
、

バ
ラ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
モ
ク
レ
ン
な
ど
五
〇
種
余

り
で
、
家
で
は
八
〇
個
ほ
ど
飾
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 

驚
い
た
の
は
、
花
の
特
徴
が
じ
つ
に
良
く
出
て

い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
沖
縄
の
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
、
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
た
花
、
真
ん
中
で
突
出
し

た
花
柱
（
か
ち
ゅ
う
）
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
キ
ク
は
花
弁
が
放
射
状
に
並
び
ま
す
が
、
こ

れ
も
見
事
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
Ａ
さ
ん
は
、
定
年
退
職
後
、
こ
の
花
手
毬
を
作

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
四
角
の
折
り
紙
で
、

し
か
も
切
ら
な
い
で
花
ら
し
く
見
え
る
よ
う
に
す

る
の
は
難
し
い
」
と
Ａ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
で
も

花
手
毬
を
つ
く
る
技
術
は
進
化
し
、
い
ま
で
は
柿

崎
地
区
公
民
館
や
上
下
浜
郵
便
局
な
ど
に
も
作
品

を
飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

花
手
毬
の
ほ
か
目
立
っ
た
の
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
の
折
り
紙
で
す
。
黒
と
白
の
厚
紙
で
作
成
さ
れ

た
作
品
は
、
花
手
毬
と
同
じ
基
本
構
造
で
作
ら
れ

て
い
て
、
が
っ
ち
り
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
作
品
に
素
敵
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
二

年
の
日
韓
共
同
開
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
際
、

高
校
生
と
と
も
に
折
り
紙
で
作
っ
た
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
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作
品
を
一
〇
個
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

を
通
じ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
の
選
手
に
贈
っ
た
と
い
う

の
で
す
。
作
品
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、
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本
の
伝
統
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化
の
贈
り

物
」
と
し
て
喜
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、
帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
む

選
手
た
ち
が
折
り
紙
ボ
ー
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を
手
に
し
て
い
た
様

子
が
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
た
と
か
。 

 

作
品
紹
介
の
時
は
ず
っ
と
笑
顔
だ
っ
た
Ａ
さ

ん
、
「
ど
ん
ど
ん
や
る
と
、
き
ち
ん
と
折
れ
る
。

だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
る
ん
で
す
よ
」
と
言
い
ま
し

た
。
花
手
毬
な
ど
の
作
品
作
り
が
い
ま
、
楽
し
く

て
た
ま
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 1月11日(水) 1月18日(水) 

上越南消防署 ０．０５７ ０．０５７ 

上越北消防署 ０．０４７ ０．０５３ 

新井消防署 ０．０４７ ０．０５３ 

頸北消防署 ０．０４０ ０．０５０ 

頸南消防署 ０．０６３ ０．０６７ 

東頸消防署 ０．０３７ ０．０４０ 

名立分遣所 ０．０６０ ０．０６０ 

高士分遣所 ０．０５３ ０．０５３ 

上越地域各消防署における 

空間放射線量率測定結果 
 測定は毎日午前9時。数値はマイクロシー

ベルト。１時間当たりの測定量です。  

 消防署によると、通常は１時間当たり

0.016～0.16μSv(マイクロシーベルト)だと

のことです。 

 市消防団の出初式が８

日行われ、私は市議会災

害対策特別委員会を代表

して出席してきました。 

 式典では、団長の挨拶

に続いて中川市長が訓

示、その後、上越市消防

表彰、消防団長特別表彰

が行われました。   

 感謝状は金子秀和さんなど11名

に、功績章は田中主志さんなど86名

に、勤続章が笠原謙司さんなど149

名におくられました。 

 消防パレードも行われました。  

 12日、地元の老人会の

集いに久しぶりに参加し

てきました。最近はゴミ

出しの時くらいしか会わ

ない人たちと風呂に入

り、おしゃべりもし、歌

も歌いました。 

 参加者のみなさんの話

と笑顔が良かったです。

市政への注文についても

聞くことができました。 


